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インターネットのバックボーンを構

成する主要な技術にＡＴＭがある｡、

ＡＴＭは、もともと電気通信事業者が提

供していた音声通話サービス、データ

通信サービス、動画像転送サービスな

どを混在させて取り扱うことができる

広帯域統合デジタル通信網の基盤技術

として、90年代初頭から開発が続けら

れてきたものだ。当初はＡＴＭを用いた

ＬＡＮ技術が市場に登場して普及の兆し

を見せたが、最近では本来の電気通信

事業者による広域大規模サービスに

ＡＴＭ技術が積極的に使われるようにな

ってきた。特にＮＴＴのメガリンクサー

ビスに代表される電気通信事業者各社

の広域ＡＴＭサービスを用いることで、

OC-3 (155Mbps) までの広帯域広域接

続を安価で簡単に実現することができ

るようになった。これにより、従来の

45Mbps あるいは数Mbps といった帯域

のデジタル専用線を利用したインター

ネットのバックボーンは、急速にATM

サービスを用いたバックボーンに変わ

りつつある。

ＡＴＭ利 用のメリット

この広域ＡＴＭサービスにはさまざま

な利点がある。 第一一に、接続ハードウ

ェアを変えることなく利用帯域の設定

変更を行なうことがで きる点である。

現在のＡＴＭサービ スでは物理的なデー

タ伝送網は150Mbps のOC-3 回 線を使っ

ているが､ 実際のデータ転送での利川帯域

設定は使用 するVC  (Virtual Cannel)

に対して行なう。このため、ＶＣに対す

る利用帯域を変更したとしても、接続

ハードウェアは一 切変更する必要はな

い。 たとえば、ＮＴＴのメガリンクサー

ビスでは、0.5Mbps あ るいは1Mbps か ら

135Mbps まで1Mbps ご とに利用帯域を

ＶＣに設定することができる。広い利用

帯域を設定す れば、当然その分専用岡

線料金が上昇するが、利用する帯域を

きめ細かく設定できるのは、 従来のデ

ジタル専用線とは 大きく異なる点であ

る。

第二の利点として、ひとつの物理リ

ンクに（利用帯域の合計が最大帯域 を

超えない範囲で）複数のＶＣを収容する

こ とができることから、単一の接続八

－ ドウェアで複数対地を接続で きる点

である。従来のデジタル専用回線を用

い た場合には、対地ご とに異なる接続

ハードウェアを用意するのが一般的で

あった。　しかしＡＴＭサービスでは、複

数対地をひとつの接続ハードウェアで

実現することができる。これも、ATM

がＶＣを単位とした通信サービスとして

構成されていることによる。

第三の利点は、より広帯域なサービ

スの提供が予想される点である。現在、

多くの電気通信事業者はOC-3 を使 った

サービ スを提供しているが、将来的に

はOC-12  (622Mbps) のＡＴＭサービス

も提供されると予想されている。事実、

郵政省と通信・放送機構 （ＴＡＯ）が進

めるJGN  (Japan Gigabit Network) で

はOC-12 を用いたＡＴＭ広域網を構築し

ている。このようなことから、ＯＣ-12を

用いたＡＴＭサービスについても商用サ

ービスの提供が期待されている。

上記のような利点を持ったＡＴＭサー

ビ スを用いることで、拡張性豊かなイ

ンター ネットバックボーンを構築する

こ とが可能となった。このこ とは、イ

ンター ネットバックボーンの広帯域化

か進む原因のひとっ になっていること

にも注目すべきである。

ＰＯＳの 登場

ＡＴＭ以外でもインターネットバック

ボーンの構築に利用で きるいくっ かの

注目すべ き技術が登場し始めてい る。

そ の ひ と つ がPOS  ( Packet Over

ＳＯＮＥＴ）である。ＡＴＭでは53 バ イト

の固定長セルを用いてデータを伝送す

る。　しかし、Gbps レベ ルの通信をする

場合、ＡＴＭ層で必須のセル化処理がボ

トルネックにならない ようにシステム

を構成するのは非常 に難しい。このた

め、ＡＴＭが物理的伝送路として利用し

ているＳＯＮＥＴ網を直接利用し、ATM

での セル化処理の オーバヘ ッドを回避

する機構が開発された。これがPOS で

あ る。 ＰＯＳでは、ＳＯＮＥＴのフレームを

直接使ってIP デ ータグラムを転送する。

特にOC-24 以 上 の回線では、ＡＴＭでは

なくＰＯＳを用いるのが今後の主流にな

ると 考えら れている 。ＰＯＳは すでに

ＲＦＣとしてプロトコルの標準化が完「

してお り、いくつかのベンダーからoc-

48 (2.4Gbps) での 実装が提供されるよ

うになっている。

光波 長を多 重化 するWDM

今後 バックボーンを構成していく場合、

より広い帯域を確保するために、光波長

多重方式(WDM) を用いた伝送路も構築

されるようになるだろう。 ＷＤＭを使うこと

によって、従来の光ファイバー伝送におけ

る信号多重が可能になり、同一のファイバ

ーでも利用可能な帯域を増やすことがで

きる。このため多くの電気 通信事業者で

はＷＤＭ技術の導入を積極的に考え始め

ている。また、ＷＤＭ商品も数多く登場し

始めている。しかし、現段階では、電気通

信事業者の基幹網でのＷＤＭの利用は検

討されているものの√直接 インターネットの

バックボーンでＷＤＭを利用しようとする

例は少ない。また一方で､ ＷＤＭ技術は

今後確実に電気通信事業者網に導入され

ていくだろうし、さらに一歩踏 み込んで

“IP over ＷＤＭ" といったインターネット

プロトコルに特化したＷＤＭの利用方法に

ついても検討が始められている。 ＷＤＭが

インターネットバックボーンで使われるよう

になる日も近いと考えられる。

(山口英　奈良先端科学技術大学院

大学助教授)
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